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今年のテーマは「結」

(リボン)。大きなピン

ク色のリボンの飾りが

本館の玄関入り口の上

に飾られ、華やかな雰囲

気を醸しだし、学園祭を

盛り立てていた。

「共立祭2007」に参加
「共立祭 2007」が、去る 10月13日(土)、14日(日)

の両日、学園を挙げて開催された。文芸 OG ネットは、

2003年の発足以来、5回連続の共立祭参加となった。

今年も、文芸学部の卒業生による

「創作と展示」、そしてバザーを開

催した。

創作と展示は、OG ネットのいわば

柱であり、ふだんはなかなか見られ

ない文芸の卒業生の活躍ぶりを、こ

の共立祭の場で広くご紹介できる

ことは、意義のあることである。今
年は「結」というテーマにふ

さわしく、染、織、組み紐の

分野で創作活動を続けてい

らっしゃる3人の方の作品

をお借りし、展示させていた

だいた。

織物は、栗田紀子さん (S38年卒)

の色鮮やかな作品であった。ルドン

作「パンドラの箱」やカンディンス

キーの絵を

元にした作

ップを写した作品など、落ち着いた色

合い、あるいは魅惑的で鮮やかな色を

使った、繊細な雰囲気の作品だった。

これらの作品は「フレミッシュ織」と

いう技法によるもので、もとはベルギ

一のフランドル地方に始まり、スウェ

ーデンを中心に発達したという織り

方だそうである。絵を描くように織っ

ているとい

うのが特徴

だそうであ

る。

寺田陽子

さん (S35年

卒)による染色の作品は、ろうけつ染

めを中心とした作品であった。

紗)を出品してくださった。

組み紐は、岡田子さん (38

年卒)の「花結び」という題名の

ついた作品であった。

薄桃色の組み紐で、今年の共立
祭のテーマ「結」と「ピンク」を

表している。岡田さんの作品解説

に、「結ぶという行為は古代から

あり、結び目には、魂が宿ると信

じられてきた」とあるように、共

立という母校で結びついた人々

の思いが結集したような作品だ

った。

バザーも例年にも増して盛況

だった。ご提供くださった方々に

心から感謝したい。

今年の文芸 OG ネットは、フェ

アトレード学生団体(2面へ)
2007年

共立怒

品、赤く美し

い大輪の花

を織り込め

た横浜公園

のチューリ

出品していただいた7作品の中で、

「雪景色」は、雪深い山里の景色が染
められたどこか懐かしい作品で、ウィ

ーン南東地区芸術協会のクリスタル

賞を受賞した作品である。ほかに「ふ
くろう」、「おしどり」、「極楽鳥」(更

紗)、色の鮮やかな「天上花」、「ユー

トピア」、色調を抑えた「エジプト」 (更
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(1面より) 「やはらぎ」と同じ教

室になり、空間を分かち合っての参

加となった。4階ということもあ

り、多くのお客さんに来ていただく

ことができた。来てくださった方も

一部屋で二つの展示等を愉しんで

いただけたのではないかと思う。ま

た、「やはらぎ」の現役の学生の

方々とも世代を超えた交流ができ

たのではないかと思う。

快く作品をお貸しくださった3

人の方々に感謝申し上げるととも

に、今後も卒業生の方々の創作活動

や作品を共立祭でご紹介し、人と人

との「結」が築いていければと思う。

这些
2003年度に始まった「文芸サロン講座」。様々なジャンルか

ら講師をお迎えし、充実したひと時を分かち合っている。今号

は「文芸サロン講座」 第4回と第5回についてお伝えしたい。

第4回 2007年3月10日

「聖徳太子の周辺」

講師

東京大学名誉教授

佐藤正英氏

07年3月10日(土) この文芸サ

ロン講座立ち上げのきっかけをご

提案下さった佐藤先生をお迎えし

て、春の午後のひととき、「歴史と

は何か」「私たちにとって過去の事

実とは何か」を考えながら、聖徳太

子と「仏法」についてお話を伺った。

倫理思想史の研究者の佐藤正英

氏は仏教・神道を文化論として扱っ

てこられた。現今の実証史学は、聖

徳太子のいない歴史を説こうとし

ている。太子に関する資料は『日本

書紀』(巻第22、推古紀)に「厩戸

皇子」として記載されているだけで

あって、説話を重ね合わせ語られて

きた「太子像」にすぎず、『日本書

紀』は国内外向けの政治的意図をも

った編纂書であるから、というのが

その理由である。明治以降の廃仏毀

釈や天皇制信仰は『記紀』に対する偏

狭な解釈を生み出し、第2次大戦まで

続いたが、そうした流れの中で聖徳太

子や仏法の部分は封印され、余り読ま

れてこなかったが、今日、実証史学の

名のもとに、政治的意図に基づく虚構

にすぎないとしてそのまま、抹殺され

ようとしている。

『日本書紀』の伝えるところによれ

ば、原初神道の「もの」 神(八百万の

神)や「たま」 神くもの神を祀る人の

霊魂として

現出した神)

に対して、

「蕃神(あだ

しくにの

神)」である

釈迦仏は「たま神」の一人とみなされ

た。呪的な力やすぐれた知力を持った

菩薩である聖徳太子によって、仏法の

教説は、ひとびとにとって身近なもの

となった。女天皇である推古天皇の皇

太子として憲法十七条を述作して、在

俗の菩薩から成る官人共同体の戒を

提示したり、推古天皇の前で勝ち経を

講説したりするなど、仏法による人々

の救済を広めるために太子は大きな

役割を果たした。翻って言えば、日本

の仏教史は太子の関わる説話からは

じまると言わなくてはならない。

以上、概略のみで、詳しくは先

生の著書『聖徳太子の仏法』(講談

社現代新書)を是非お読みいただ

きたい。

追記:昨年12月まで放映されてい

た NHK大河ドラマ「風林火山」を

ご覧になった方はタネ本の佐藤先

生校訂/訳 武田家老臣である高

坂昌信の筆録とされる『甲陽軍鑑』

(ちくま学芸文庫) もご一読を!!

佐藤正英氏の主な著書

『歎異抄論釈』(青土社)

『親鸞入門』(ちくま新書)

『隠遁の思想』(ちくま学芸文庫)

『日本倫理思想史』(東京大学出版会)

第5回 2007年9月22日

「染織文化財を科学する」

講師

共立女子大学家政学部教授

齊藤昌子氏

まず、会場に飾られた年代ものと

思われる、それぞれ赤と紺を基調と

した2領の陣羽織が眼を惹く。重厚

にして華麗、保存状態も非常にい

い。机の上には青、藍、紫、黄、朱

などに染められた絹糸や赤の色見

本が並べられている。「染織」のお

話という場のムードが漂う中で先
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生のお話が始まった。講師は家政学

部教授齊藤昌子先生。先生は被服管

理学、染織品保存科学がご専門で多

くの研究論文や著作をもたれ、研究

活動をされている。

今回の講座は、それらの研究の中

から美術館に収蔵されている染織

文化財が、どんな繊維で作られ、ど

のような染料、媒染剤が使われたか

を分析をすることによって、染織を

科学的に解明し、保存や修復にいか

に役立てるかという内容である。高

度な内容にもかかわらず、パソコン

活用の映像を駆使した、素人にもわ

かりやすい、興味深い、しかも先生

の熱気が伝わってくる講義であっ

た。具体的な講座内容は次のとおり

である。

1.染織文化財に使われた染料と

その分析法

2.ルイ 16 世様式椅子セットの分

〈窯出ししたところ >

仙葉 弘子

幼い頃の泥だんご遊びの延長の

ようなやきものづくりを、私はもう

40年近くも楽しんでいます。40年

の間には様々な人生の難問に突き

当たりましたが、その都度、やきも

のが土をこね形をつくり火を焚く

ことにより、私を力づけてくれたよ

うな気がします。

そもそもの始まりは、子ども達の
小学校教師であった芳村俊一氏に

PTA のサークルで教えを受けたこと

でした。氏は地質図を持って古窯の

土やほぼ全国の土を焼いて標本作

析と修復

3. 陣羽織の赤を探る

4. アメリカンアンティークキルト

の赤色染料

特に興味深かったのは、上の研究対

象が共立女子大学所蔵の文化財であ

ることと、先生ご自身が直接調査分析

研究に携わられた事例ということに

あった。

まずは使

用された染

料、特に赤色

染料につい

ての分類や

分析法の説明があった。その上で具体

的事例として、ルイ 16世様式椅子は

フランスで作られ、何回も修復された

跡がみられること、加えて、この椅子

がフランスから日本に渡り、本学に所

蔵されることになった経緯など、科学

aaдaдaaaaaaaaaaaaaaa

りをされました。定年退職後は伊豆湯

ヶ島へ転居され、その膨大な標本は

「芳村やきもの資料館」に展示されて

います。

芳村氏は、やきものは人間が作る火

成岩で、地球はもともと大きなやきも

の作品だ、といわれます。30年前、海

を隔てた大島三原山の噴火の時には、

滅多に見られない地球師匠の窯焚き

を目を皿のようにして見学し、火の色
や光の輝きで 1250度と目測され、人

間の窯の温度とあまり違いがないと

言われました。噴火の最後には 1200

度のドロドロの溶岩が流れ出し、三原

山に釉薬をかけたそうです。

日本列島は主に海から隆起した海

成層と火山による火成岩で出来てい

るので、大陸から文化として伝来した

やきものの1250度という高温に耐え

られる土は少ないのです。六古窯の備

的のみならず、社

会的背景を窺わ

せる説明があっ

た。続いて、赤

(猩々緋)の陣羽

織の素材はヨー

ロッパ、東南アジ

ア、中南米からの輸入品であるこ

と、アメリカンアンティークキルト

から当時のアメリカの家庭生活が

わかるなど、文化的な視点からも関

心がもてる講義であった。

最後に、現在本学の家政学部にお

ける染織研究はかなりの成果を上

げており、今後染織品保存修復士の

育成が必要であることなど、現状や

将来の展望などを伺った。本学の所

蔵文化財や家政学部の研究課題な

どを改めて知る良い機会を得たの

であった。

aaaaaaaaaaaaaaaaaaa

前では田の土を掘り尽くして大池

が出現し、最大量の陶土を持つ瀬戸

も山が切り崩されていくつもの丘

となり、ダンプカーが砂塵を巻きあ

げて往来する有様です。芳村氏はど

んな土でもその土に適った温度で

焼けば形になり、本来含まれている

美しい色が現れると提唱されてい

ます。

芳村夫妻があい次いで病で亡く

なられてもう3年になります。私た

ち弟子は研究会をつくり、氏が示さ

れた道を進もうとしています。会に

はやきもの大好きな人々、リタイア

された色々な分野の方々、勿論若い

芸術家や私のような主婦も参加し、

土の研究、焚きの研究、窯づくりの

研究に時を忘れる程です。

私は窯を持っていないので主婦

仲間でグループをつくり、(4面へ)
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